
Ⅰ．研究の背景・目的

　我が国の統合失調症患者における平均在院日数は，

546日（平成26年患者調査）と入院の長期化に対しての

支援が急務である．そのような背景から，厚生労働省は

長期入院における統合失調症患者本人への「退院に向け

た意欲の喚起」の方針1）を示している．

　統合失調症患者の入院が長期化してしまう要因とし

て，患者自身の要因のみならず，退院を受け入れる家族

や地域の要因といった複合的な要因がある2）．また，患

者の高齢化，長期入院による施設症なども報告されてい

る3 - 4 ）．そのため，退院への動機づけが困難となり，退

院意欲が高まらない5 - 6 ）と言われている．そこで，我々

は統合失調症患者が退院意欲を高めるための看護援助の

実態を調べ，退院意欲を引き出すために退院後の地域生

活をイメージできるような援助7）を行っていたことを

明らかにした．しかし，看護師が意欲の喚起を行っても，

退院へと繋がらない患者も多く，その理由として，福田

ら8）は，統合失調症患者が地域生活を営むためには，

認知機能障害の改善が必要であると指摘している．

　認知機能障害の改善のためには，作業療法（occupational 

therapy 以下OT）や社会生活技能訓練（Social Skills 

Training以下SST），認知機能改善療法（Cognitive 

Remediation Therapy以下CRT）といった心理・社会

療法があり，欧米をはじめ各国でその効果が検証9 -11）さ

れ認められている．しかしながら統合失調症患者の多く

は，陰性症状や長期入院によってパターン化した生活を

送っている傾向があるため，新しいプログラムを取り入

れることへの不安が強く消極的になりがちである．ま

た，抗精神病薬によって報酬系の脳機能も抑制されるた

め治療への動機付けが困難であり，意欲をさらに減退さ

せている12）．そのため，CRTなどの心理・社会療法の

導入・継続には，内発的動機付けを高め意欲が高まるよ

うな働きかけが重要である13）．そして退院への援助に繋

げるためには，心理・社会療法への参加や日常生活面で

の意欲を向上させる必要がある．そのために，精神科看

師が実践していたことは，褒める声かけ行為であり，そ

の重要性が多数報告14-18）されている．しかしながら，ど

のような声かけをしているのか，褒め方についてまでは

言及されていない．褒める声かけの方法を明らかにする

ことで，より統合失調症患者の意欲に影響を与える看護

援助に繋がることが期待される．そのため，本研究では，

どのように看護師は「褒める声かけ」を行っているのか、

その褒める方法を明らかにし，看護援助の示唆を得るこ

とを目的とする．
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Ⅱ．研究方法

1 ．研究対象者

　関東地方にある民間精神科病院（ 4施設）に勤務する

看護師を対象者とした．対象者の公募には，研究代表者

の関わりのある施設の管理者あるいは看護部長へ口頭で

依頼し，選択基準に一致する看護師を紹介していただいた．

　対象者の選択基準として，精神科経験 3年以上であ

り，病棟で統合失調症患者を看護した経験がある看護師

を対象とした．また，除外基準として，心理・社会療法

やレクリエーションに関わった経験のない看護師は対象

者から除外した．精神科経験 3年未満を除外した理由

は， 3年程度の勤務経験のある看護師を，一人前レベル

という　パトリシア・ベナーの「臨床技能の習得段階に

関する理論」19）より，「褒める声かけ」の機会が少ない

と思われる 3年未満の精神科看護経験者を除外した．

　対象者が所属する病院の概要として，総ベッド数約

300床の単科の民間病院で，閉鎖病棟，開放病棟，認知

症病棟，作業療法室，デイケアなどを併設する病院である．

2．データ収集期間

　平成28年 8 月～29年 4 月

3 ．データ収集方法

　プライバシーに配慮された個室にて半構成的面接法で

インタビューを実施した．インタビューガイドに沿って

対象者へインタビューを行った．また，対象者へICレ

コーダを用いて録音することの許可を得て録音した．

 

〈インタビューガイド〉

　①�　対象者の属性について（精神科臨床経験年数，看

護師経験年数，年齢，性別）

　②�　統合失調症患者様への退院支援に関わったことが

ありますか？退院について消極的な患者様にはどの

ように働きかけますか？

　③�　作業療法，社会生活技能訓練，心理教育などへ患

者様の参加を促すことはありますか？また，その時

にはどのような声かけをしましたか？

　④�　今までの精神科臨床経験から，患者様に対して褒

める声かけをしたことはありますか？

4．データ分析方法

　本研究は，看護師の「褒める声かけ」方法を語りより

明らかにすることを目的とするため，それを可能とする

質的記述的研究方法を選択した．

　分析は，得られたデータから逐語録を作成し，褒める

声かけを内容，場面，声かけ後の影響について一覧表を

作成した．また，声かけ内容をコード化し，類似した内

容をまとめ，カテゴリーに分類した．分析・結果の信憑

性・信頼性・妥当性に関しては質的研究の経験のある精

神看護学研究者 3名により適切であるかの検討を行った．

5．用語の定義

　本研究では，「褒める声かけ」という用語を「看護師

が患者に対して，認める，承認するなどポジティブな

フィードバックを言語で行うこと」として定義する．

　「意欲への影響」とは，看護師の「褒める声かけ」によっ

て，「外泊訓練，心理・社会療法，レクリエーション療

法への参加や継続，あるいは日常生活において意欲に影

響を及ぼした行動」と定義する．

6．倫理的配慮

　対象者へは，本研究の目的・研究方法を記載した研

究計画書を用いて説明した．また，倫理的配慮として，

個人のプライバシーの保護，インタビュー終了後でも研

究協力の辞退は可能であり，中止や中断があった場合で

も，対象者が不利益を受けることはないことを口頭と書

面にて説明した．同意を得る方法として，同意書に署名

を持って本研究参加の同意を得た．尚，本研究は〇○大

学の研究倫理委員会の承認をうけて実施した．（2802- 1 ）

Ⅲ．研究結果

1 ．対象者の背景，面接時間

表 １ 　対象者の属性およびインタビュー時間

対象者 精神科経験年数 看護師経験年数 年齢 性別 インタビュー時間

A氏
B氏
C氏
D氏
E氏
F氏
G氏

11
15
9
12
8
3
4

11
15
21
13
13
3
7

30代
30代
40代
30代
30代
20代
20代

男性
男性
男性
男性
女性
女性
男性

44分
76分
50分
35分
29分
45分
21分
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　対象者は男性 5名，女性 2名の 7名であった．平均年

齢は36. 0 歳であった（表 1）． 1人のインタビュー時間

は，21～76分であり，平均42.8分であった．

2．褒める声かけの内容と褒める方法について

　インタビューでは，意欲に影響を及ぼした声かけの内

容とその状況や患者の意欲の変化について語られた．精

神科看護師の褒める声かけ数は，21件として抽出され

コード化した．意味内容の類似性に基づいてサブカテゴ

リー，カテゴリーを作成した結果，褒める声かけ方法と

して【出来ていることを具体的に褒める】，【患者自身の

良い面を認める】，【他者評価を用いて褒める】という 3

つのカテゴリーに分類された．

3．カテゴリーの構成内容

　【出来ていることを具体的に褒める】には＜現在出来

ていることを評価し褒める＞＜過去に出来ていたことを

評価し褒める＞＜患者の能力を具体的に褒める＞の 3サ

ブカテゴリー，16のコードより構成された．

　＜現在出来ていることを評価し褒める＞のサブカテゴ

リーでは，消灯直後，常習的に頓用薬の眠剤を内服され

ていた患者に対して，看護師は 1時間待つように説明を

していた．結果的には， 1時間後に患者は再度，頓用薬

を希望されるが，看護師は時間を待てたことに対して褒

める声かけをしていた．また，いつも看護師に促されて

内服をされている患者が自ら進んで内服にきたことに対

して，「今日はすごいじゃない」と声かけをしていた。

表 2 ．看護師の褒める声かけ内容と意欲への影響

カテゴリー サブカテゴリ 声かけ内容 看護師が声かけをおこなった場面 意欲への影響

出来ていることを
具体的に褒める

現在出来ているこ
とを評価し褒める

「 1 時間待てたんですね」

「今日はすごいじゃない」

頻回な追加眠剤の要求を一時間待つこ
とができた時の声かけ

内服を自ら進んで来られる
薬物療法への意欲

「一緒に来てくれてありがと
うございます」

レクリエーションへの見学にNsがお
願いして来てくれた時の声かけ レクリエーションへの参加

「すごいですね」

「今日は早いですね，すごい
ですね」

「いつも植木に水をあげてく
れてありがとうございます」

何年も記録してある買い物ノートを見
た時の声かけ

いつもより食事時間が 5 分早く終わっ
た時の声かけ

ホールで見かけた時の挨拶

自尊感情の向上

過去に出来ていた
ことを評価し褒める

「家族の人とご飯を一緒に食
べれたんでしょ」

「（ 1 人で）家に帰れたじゃな
いですか。すごいですよ」

「 1 時間（バス） 待てたんで
すよ」

「お薬は飲めたんでしょ」

次の外泊に対して自信喪失だったとき
の声かけ

次の外泊に対して自信喪失だったとき
の声かけ

家に帰るバスに乗り遅れ次のバスに
乗ったことに対しての声かけ

外泊時に服薬が出来ていたときの声かけ

外泊訓練の継続

「出来ていたじゃない」 以前レクリエーションやSSTに参加し
たことを思い出させる声かけ レクリエーションへの参加

患者の能力を具体
的に褒める

「踊りが上手ですね」 盆踊りについて
自尊感情の向上（習字）すごくきれいな字を

書きますね 習字をしている患者に対しての声掛け

「絵を書くの上手ですね」 レクリエーションへの参加を促した時

レクリエーションへの参加「花の名前にすごく知ってい
て詳しいですね」 散歩レクリエーション時

「（習字が）上手ですね」 レクリエーションへの参加を促した時

患者自身の良い
面を認める 患者の外見を褒める

「今日の服装はおしゃれですね」

「笑顔が素敵ですね」

挨拶時の声かけ

挨拶時
該当しない

他者評価を用い
て褒める

看護学生との関わ
りを褒める

「学生さんOTに一緒に行け
たって喜んでいたよ」

「学生さん○○さんの話聞い
て勉強になったって言ってた
よ」

学生にOTを見せてあげて下さいと依頼

自尊感情の向上学生への語りを依頼

看護師との関わり
を褒める

「みんな踊りの先生だって
言ってるよ」 新人看護師へ盆踊りの指導を依頼
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その他には，何年間も病院内に併設されている売店での

買い物の記録を付けている患者に対して「すごいですね」

やホールで植物に水やりをしている患者へ「いつもあり

がとうございます」と日常的な出来事に対しても患者の

行為を肯定的に褒めていた．

　＜過去に出来ていたことを評価し褒める＞のサブカテ

ゴリーでは，外泊時に，バスに乗り遅れたこと，家族と

の関係が良くなかったことなどのネガティブな体験に対

して，看護師はそれでも外泊が出来たことや内服できた

ことを肯定的に捉え褒めていた。また予定していたバス

に乗り遅れはしたが， 1時間待ち，次のバスに乗って帰

れたことを出来たこととして褒めていた．

　＜患者の能力を具体的に褒める＞のサブカテゴリーで

は，盆踊りや習字が上手であること，絵画や花の名前に

詳しいことなど，患者自身の能力について褒めていた．

また「習字が上手ですね」との声かけから「レクで書い

てみてはどうですか？」とレクリエーション療法へと繋

がるように声かけをしていた．

　【患者自身の良い面を認める】には＜患者の外見を褒

める＞の 1サブカテゴリー， 2コードにより構成され

た．このサブカテゴリーでは，患者の服装や笑顔など日

常的な挨拶として「今日の服装はおしゃれですね」「笑

顔が素敵ですね」と褒める声かけをしていた．

　【他者評価を用いて褒める】には＜他者の良い評価を

本人に伝える＞の 1サブカテゴリー， 3コードより構成

された．このサブカテゴリーでは，看護師は，患者に看

護学生にＯＴや患者自身の話をするように依頼し，その

後「学生さん，ＯＴに一緒に行けたって喜んでいたよ」

「学生さん，○○（患者）さんの話を聞けて勉強になっ

たって言ってたよ」と看護学生の感謝の気持ちを患者に

伝えていた．また，看護学生以外にも，病院の季節行事

である盆踊り大会では，踊りが得意な患者へ「みんな〇

○（患者）さんを踊りの先生だって言っているよ」と声

かけ，新人看護師に踊り方を教えて欲しいと依頼してい

た．

Ⅳ．考察

褒める声かけ内容と褒め方について

　本研究　結果から，看護師は【出来ていることを具体

的に褒める】ことで，患者の自尊感情に働きかけ外泊訓

練の継続やレクリエーション療法の参加へ働きかけてい

たことが考えられる．また，日常生活における食事や内

服などの行動にも褒める声かけを行うことで食事時間の

短縮や適切な薬物療法への援助に向けて繋げていた．

　人が何らかの行動を起こすとき，欲求が行動の動機付

けとなる．一般的に動機付けには内発的動機付けと外発

的動機付けがある．健常者を対象にした日高ら20）の調

査によると，出来ている行動を具体的に褒められた経験

は，内発的な学習動機付けを高め意欲を向上させる可能

性を示唆している．また，統合失調症をもつ利用者への

効果的な訪問看護援助の調査によると，利用者が出来る

ことに対して肯定的評価を行うことで自信の回復に繋が

る21）ことが報告され，肯定的な関わりの必要性を指摘

している．また，意欲と自信との関係について，自尊心

が低下した統合失調症患者への看護支援に関する調査で

は，病棟スタッフによる肯定的フィードバックを実施し

た結果，成功体験を重ねられるような関わりを行うこと

で，デイケアへの参加に繋がった22）という報告がある．

　本研究対象の看護師においても，患者は習慣化してい

た頓用の睡眠薬を消灯後すぐに飲まず，待てたことを

「 1時間待てたんですよ」や過去にSSTに参加していた

ことを「出来ていたじゃない」と褒める声かけを行い自

信をつけていたことが考えられる．出来ないことではな

く，出来ていることを認め，褒めることで患者の行動の

振り返りに繋がり，自尊心へ働きかけていたと考えられ

る．

　また，看護師は患者の過去の職業の経験談を看護学生

へ語ることを依頼したり，新人看護師に盆踊りを教えて

欲しいとお願いしたりと，患者が他者から肯定的に評価

される機会を意図的に作り出していた．精神障害者に対

する地域支援の在り方の調査の中で，関根23）は肯定的

な心情に対する支援として，自己表現・他者評価の場の

提供が必要であることを指摘している．本研究対象の看

護師も，患者が活躍できる場を提供することで「学生さ

ん〇〇さん（患者）の話を聞いて勉強になったって言っ

てたよ」「みんな （〇〇さんを） 踊りの先生だって言っ

てるよ」などの【他者評価を用いて褒める】声かけによっ

て意図的に意欲を高めることに繋げていたのではないか

と考えられる． 

　看護師は，患者の行動を「〇〇出来ていますよ」と

いうポジティブな評価で声かけし，他者からの評価も

「〇〇を感謝していましたよ」という事実を間接的に伝

える声かけをしていた．これらの声かけは，患者にとっ

て成功体験となり次の活動への意欲を向上させることに

繋がる可能性が考えられる．

　一方，褒める声かけは対象者との関係性を構築した上

で褒めの効果が高まると澤口24）は指摘している．つま

り，褒める声かけは，意欲のための動機付け25）と，円
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滑な対人関係の維持の効果26）もある，コミュニケーショ

ン技法であることが推測される．そのため【患者自身の

良い面を認める】というカテゴリーから，本研究の看護

師は患者の服装や表情などの外見を褒めてはいるが，患

者の良い面を認め，患者にポジティブフィードバックを

通して関係性を円滑にしていたことが考えられる．

　本研究結果から，看護師の褒める声かけ方法として

【出来ていることを具体的に褒める】ことや【患者自身

の良い面を認める】また，【他者評価を用いて褒める】

といった声かけ方法が明らかになった．また，看護師に

よる「褒める声かけ」は，患者の治療への意欲や日常生

活においての活動意欲にも影響を与えている可能性が示

唆された．よって「褒める声かけ」は統合失調症患者を

心理・社会療法へと繋ぐ可能性のある看護援助であるこ

とが考えられた．

Ⅴ．結論

１�．褒める声かけ方法として【出来ていることを具体的

に褒める】，【患者自身の良い面を認める】，【他者評価

を用いて褒める】という 3つのカテゴリーが明らかに

なった．

2 �．看護師の褒める声かけは心理・社会療法などへの参

加意欲のみならず日常生活面でも，外泊訓練や適切な

薬物療法の意欲に影響を及ぼす看護援助となる可能性

が示唆された．

Ⅵ．本研究の限界と今後の課題

　本研究の限界は，対象者が 7名と少なく，性別も男性

に偏ってしまったため，研究結果を一般化するには限界

を有している．

　また，今後の課題として，褒めるという行為は，看護

師と患者の関係性によって，その効果に違いが出る可能

性も考えられるため，患者側からのデータも収集し分析

が必要である．
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